
第 5 回 人間知・脳・AIセミナー
CHAIN Academic Seminar ＃5

生物学の側から見た統計学と哲学
──統計学のための哲学と、

哲学のための統計学へ向けて
講演者：大久保祐作氏 (北海道大学環境科学院博士課程)
（要旨）生物学や神経科学において、統計学は実験結果や観察データを “客観的に”
分析するために不可欠である。しかし近年、研究者の間では「データをどのように
分析するべきか」等をめぐり多くの議論が生じている。こうした議論は研究結果の
解釈を左右する問題であり、現場の統計学者や科学者だけでなく科学研究の成果に
関心を持つ哲学者たちにも大きな影響があると考えられる。しかしながらこうした
議論にはテクニカルな話題も多く、データの分析に従事する機会の少ない哲学者に
はわかりづらい面もあるものと考えられる。そこで本発表では、最近の統計的デー
タ分析や統計学の哲学で何が問題となりうるか、その一部を紹介する。

日時：2019年9月26日（木）16:30-18:00
場所：北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟W309 室

主催：北海道大学人間知・脳・AI研究教育センター（CHAIN）
お問い合わせ：chain@let.hokudai.ac.jp

2016年北海道大学農学院にて修士
号（動物行動学）を取得。2019年9
月北海道大学環境科学院にて博士
号（生物統計学）取得。統計の哲
学にも詳しく、企業で Python ⾔語
を⽤いた⼈⼯知能モデルの開発運
⽤なども行っている。

講演者紹介（大久保祐作氏）
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